










要約:てんかん患児(者)を持つ家庭での問題点を,アンケート調査により検討した。約 30%

の家族が患者を特別扱いする事があると回答し,合併障害を持つ例や発作予後不良例に多

く見られた。患者を巡る家庭内のトラブルは約 20%で認められた。両親などの間で充分な

協力などが得られていない家族は約 20%で,これらの家庭ではトラブルも多いとの相関が

得られた。患者の性格・行動上の問題点に関して,約 40%が特に問題が無いと回答した。年

少者で問題ありとの回答が多く見られた。 


